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11
月
３
日
、
第
65
回
金
山
町
公
民

館
大
会
並
び
に
第
43
回
金
山
町
生
涯

学
習
推
進
大
会
を
３
年
ぶ
り
に
開
催

し
、
90
名
を
超
え
る
町
民
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
冒
頭
の
式
典
で
は
、
令
和
４

年
度
町
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈
該
当
者

が
顕
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
フ
ラ
ワ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
者
や
卓
越
技
能
者
顕

彰
者
が
紹
介
さ
れ
、
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
頁
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会

に
向
け
て
」
と
い
う
演
題
で
山
形
県

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
の
御

田
伸
一
氏
が
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

気
候
変
動
の
概
要
や
、
今
か
ら
で
き

る
取
組
み
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
続
い
て
、
事
例
発
表
で
は
、

金
山
町
衛
生
組
合
連
合
会
の
松
井
朗

副
会
長
が
、
衛
生
組
合
連
合
会
の
活

動
を
報
告
。
そ
し
て
、
佐
藤
町
長
が

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。

　
大
会
の
最
後
に
、
こ
の
大
会
が
契

機
と
な
り
、
地
域
の
核
で
あ
る
公
民

館
活
動
が
よ
り
活
発
に
展
開
し
、
町

制
施
行
１
０
０
周
年
に
向
け
、
行
政

と
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
会
決
議
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
隣
接
す
る
体
育
セ
ン
タ
ー

で
は
、
金
山
町
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
に
よ
る
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ａ
ｓ
フ
リ
マ
が

催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
足
を
運

び
ま
し
た
。 い

だ

ま

す

民
館
大
会
・
生
涯
学
習
推
進
大
会
を
開
催

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

公

　
11
月
10
日
、
宝
円
寺
に
お

い
て
金
山
町
遺
族
会
が
主
催

す
る
令
和
４
年
度
金
山
町
戦

没
者
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
遺

族
会
の
樋
渡
啓
一
会
長
が

「
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、

ご
遺
族
皆
さ
ま
方
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
す
る
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
終
戦
か
ら
77
年
が
経
過
し
、

こ
の
戦
争
で
は
約
３
３
０
万

人
、
町
出
身
で
は
２
７
０
人

余
り
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、出
席
し
た
遺
族
、

町
・
議
会
関
係
者
ら
が
黙
と

う
を
さ
さ
げ
、
戦
争
の
悲
惨

さ
、
平
和
の
尊
さ
を
語
り
継

ぐ
決
意
と
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

争
の
惨
禍
二
度
と
繰
り
返
さ
ぬ
と
誓
う

金
山
町
戦
没
者
慰
霊
祭

戦

　
11
月
４
日
、
金
山
農
業
協

同
組
合
並
び
に
全
国
共
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会
山
形
県

本
部
か
ら
、
町
に
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
４
基
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
交
通
安
全
対
策
事

業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
。
平
成
７
年
か

ら
毎
年
寄
贈
い
た
だ
い
て
お

り
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点

や
要
望
の
あ
っ
た
箇
所
、
老

朽
化
し
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

代
替
と
し
て
順
次
設
置
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
の
合
計
は

２
０
１
基
。
町
内
各
地
で
交

通
安
全
と
事
故
防
止
の
た
め

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
長
年

に
わ
た
り
寄
贈
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

通
安
全
啓
発
の
た
め

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
を
町
に
寄
贈

交

▼

Ｊ
Ａ
金
山
の
岸
理
事
長
、Ｊ
Ａ
共
済
連
合
山
形

　
県
本
部
の
横
倉
さ
ん
が
佐
藤
町
長
に
手
渡
し
た

▼

ご
遺
族
や
関
係
者
各
位
が
参
加
し
厳
粛
に

　
行
わ
れ
た

①多くの町民の方に参加いただいた
②表彰の部受賞者の皆さん
③感謝状の部受賞者の皆さん
④卓越技能者顕彰者の皆さん
⑤フラワーコンクール受賞者の皆さん
⑥講演した御田伸一氏
⑦衛生組合連合会の松井副会長による
　事例発表
⑧ＩＤＡＭＡｓフリマの様子

　
11
月
４
日
、
役
場
町
民
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
税
理
士
法

人
あ
さ
ひ
会
計
（
田
牧
大
祐

統
括
代
表
社
員
）
と
Ｓ
Ｅ
Ｇ

Ａ
Ｘ
Ｄ（
谷
英
高
社
長
）
が

共
同
制
作
し
た
「
町
ち
が
い

さ
が
し
」
の
発
表
記
者
会
見

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
難
し
い

デ
ー
タ
や
情
報
を
分
か
り
や

す
く
視
覚
的
に
表
現
す
る
イ

ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
手

法
を
取
り
入
れ
、
今
か
ら
20

年
後
の
町
の
姿
を
ま
ち
が
い

さ
が
し
で
比
較
し
て
い
ま

す
。
冊
子
で
は
、
金
山
杉
を

使
っ
た
産
業
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

抽
選
で
美
杉
ち
ゃ
ん
商
品
券

を
贈
呈
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
回
答
く
だ
さ
い
。

ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
手
法
を
活
用

20
年
後
の
金
山
の
姿
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

イ

　
金
山
町
防
犯
協
会
の
丹
潔

副
会
長
（
内
町
）
が
地
域
の

防
犯
功
労
者
と
し
て
防
犯
栄

誉
金
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
警
察
庁
長
官
と
公

益
社
団
法
人
全
国
防
犯
協
会

連
合
会
会
長
と
の
連
盟
で
行

う
表
彰
で
、
金
章
は
最
も
功

績
を
あ
げ
た
方
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。
今
年
度
、
県
内

で
は
唯
一
、
丹
副
会
長
が
金

章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
丹
副
会
長
は
、
昭
和
59
年

に
防
犯
協
会
に
入
会
以
来
、

38
年
の
長
き
に
わ
た
り
安

全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
に

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
の
栄
え
あ
る
受

賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

潔
さ
ん
が
全
国
防
犯
栄
誉
金
章
を
受
章

長
年
の
地
域
防
犯
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
評
価

丹

▼

10
月
11
日
、
板
垣
徹
新
庄
警
察
署
署
長

　
か
ら
表
彰
状
を
伝
達
さ
れ
た
丹
副
会
長

▼（
右
か
ら
）Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｘ
Ｄ
の
谷
社
長
、佐
藤

　
町
長
、あ
さ
ひ
会
計
田
牧
統
括
代
表
社
員

町政ＮＥＷＳ
●表彰の部
　寒河江宏一（七日町）　/　早坂　憲明（上台）　　/　丹　　正之（稲沢）
　岸　　綾子（十日町）　/　天口　慶一（上台）　　/　小野　久男（山崎）
　星川建設㈱　取締役社長　星川　広喜（十日町）　
　㈲星川建装　代表取締役　星川　昭男（十日町）　/　阿部　勝子（荒屋）

●感謝状の部
　早坂伊兵衞（七日町）　/　栗田　　剛（小蝉）　　/　武田　久昭（新庄市）　
　髙橋　浩樹（新庄市）　/　海藤　富美（新庄市）　/　小林　　渉（新庄市）　
　仁藤　和弘（新庄市）　/　後藤　隆行（新庄市）　/　沼澤ひろ子（片貝）

●金山町卓越技能者顕彰者
　青柳キエ子（七日町）　/　小野　悦夫（山崎）
　今井　孝子（山崎）　　/　星川　憲正（七日町）

●全町美化・花いっぱい運動フラワーコンクール
　団体の部【最優秀賞】山崎地区　【優秀賞】三枝地区、荒屋地区
　個人の部【最優秀賞】青柳富士男（七日町）
　　　　　　【優秀賞】　　西田　栄子（七日町）　　丹　和恵（七日町）

① ② ③

④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧

（敬称略）


